
活動資料        テント設営・撤収（自主活動）  

陸中海岸青少年の家  

１ 活動の概要  

  グループで協力してテント設営をし、共同生活の体験を通して  

野外活動の醍醐味を味わうとともに、仲間同士の交流を深める。  

 

２ ねらい  

 （１）協力してテントを設営し宿泊することで、共同生活の正しい  

あり方を学ぶとともによりよい人間関係をつくる。  

 （２）自然に親しみ、自然との調和を図りながら、実践的な社会体験をする。  

 （３）自己の興味、関心、能力を見い出す。  

 

３ 設営場所  

   ・テントサイトＣ   ８張程度   ・テントサイトＤ   ６張程度  

   ・テントサイトＥ  １４張程度    ・第４営火場周辺   ４張程度  

※設営場所は、団体の人数等を考慮し、青少年の家で割り当てる。  

 

４ 所要時間  

   テント設営…約２時間、テント撤収…約１時間  

 

５ 準備  

個人・団体  軍手、雨具、懐中電灯、虫よけスプレー等、救急用具、その他必要なもの  

青少年の家  
テント用具一式、シュラフ、銀マット（テント内に敷く）  

すのこ・毛布（必要に応じて）  

 ※テント１張１泊につき、高校生・学生・勤労青少年の場合は 170 円、一般の場合は 340 円

の使用料が必要。また、青少年の家のシュラフを使用する場合は、シュラフシーツクリー

ニング代１人 120 円が必要。  

※テント用具、シュラフの持込可。  

 

６ 活動の流れ  

活動の流れ  利用団体の動き  青少年の家の対応  

テント設営  

・テント用具の準備（運搬）、設営場所、  

設営方法の確認  

・テント用具の準備（運搬）、設営  

・シュラフの準備（運搬）  

・撤収前の準備の確認  

・テント設営の説明  

・物品の貸出  

・活動支援  

 

・撤収前の準備の説明  

テント撤収  

・撤収方法の確認  

・テント撤収  

・テント用具、シュラフ等の返却  

・（テント撤収の説明）  

・活動支援  

・貸出物品返却の確認  

清   掃  ・テントサイトのゴミ拾い、トイレ清掃等   

 

７ 留意事項  

 （１）けがをしないようにテント用具の扱い方など、安全面に留意する。  

 （２）テント泊と同時に野外炊事やキャンプファイアなどを実施する場合は、時間にゆとり

を持って活動計画を立てる。  

 （３）貸出用テントは、１張４～６名用のドーム型テント。多少の雨でも宿泊可能。  

 （４）体育館でのテント泊や、少人数であれば研修室でのテント泊も可能。屋内テント泊の

希望がある場合（荒天時の代替プログラムの場合も含む）は事前に申し出る。  

※ただし、他団体との調整等により利用できない場合もある。  


